
令和５年度 第１回 

蓮田市地域包括ケア推進代表者会議録 

 

【日時】令和５年７月１８日（火）                      

１９：００～２０：４０ 

【場所】蓮田市役所 ３０３～３０５会議室 

【出席状況】 

・委員顧問 

委員 座長 一之瀬真弥 出席 委員 委員 石山信志 出席 

 座長代理 岩田尚明 出席  委員 井塚亜紀 出席 

 委員 井上勝徳 出席  委員 内田雅敏 出席 

 委員 本田英明 欠席  委員 茅野俊幸 出席 

 委員 吉川陽子 出席  委員 大塚武夫 出席 

 委員 奥野とこ 出席  委員 宮下よね子 出席 

 委員 稲橋秀樹 出席 顧問 顧問 須田秀利 欠席 

 委員 飯塚和美 出席  顧問 外山哲也 欠席 

 委員 多ヶ谷淑美 出席  顧問 小川孔美 出席 

・事務局 

  健康福祉部   森上部長 

  在宅医療介護課 深井課長、鈴木主幹、大熊副主幹、田中主任 

  福祉課長、長寿支援課長、健康増進課長 

 

【傍聴者】 

  なし 

 

１ 開 会  深井課長 

            ・コロナ対策呼びかけ、資料確認 

２ あ い さ つ  森上健康福祉部長 

３ 新 任 委 員 紹 介  内田委員の紹介、挨拶 

４ 議      事    

（１）令和４年度第２回会議の振り返り 

     一之瀬座長により進行。 

     ≪資料 2≫に基づき、事務局より説明。 

事業運営主体である社会福祉協議会 井塚委員より補足説明。 

      

・質疑応答 

      （質問）スマホを持っていない人の集客のため、どのように声掛けをされたか。 

      （回答）地域包括支援センターや民生委員、自治会回覧などで周知した。 

      

   （２）在宅医療・介護連携推進事業 ～入退院支援ルールについて～ 

一之瀬座長により進行。 

≪資料 3.4≫に基づき、事務局より説明。 

・ひとりでも多くの方が「通院・入院時あんしんセット（以下「あんしんセット」という。）」 

を活用できるように意見をいただきたい。 

 

 



     ・質疑応答 

（質問）運用開始の目標は、何年何月頃か？ 

      （回答）すでに運用は開始している。 

（質問）市内クリニックや病院へ周知となっているのか？開業医の先生はすでに使われて

いると考えていいのか。 

（回答）ルールは３月に策定、４月に南埼玉郡市郡市医師会から各医療機関に冊子を郵送

し、管内の先生方へのアナウンスを行っている。関係者にルールを知っていただ

き、運用に協力いただくお願いをしている。 

    ルールの周知がまだまだ足りていないと思っている。様々な方法で周知して、活

用していただけるルールにしていきたい。 

（質問）入院先である相手方の病院は、「あんしんセット」を、ご家族や患者さんが持っ

てくると、理解しているのか。 

（回答）ルール策定時に検討委員会を立ち上げていて、３市１町管内病院からも委員とし

て参加していただいているので、すでにご存知だと思う。 

 

     ・意見交換 

      （委員からの意見） 

・医療介護関係者への周知とともに、一般住民の方にも、周知や出前講座などを計画

してほしい。 

・「あんしんセット」を準備する際、夫婦であってもそれぞれの緊急連絡先が異なる

ことがあるので、別々に準備してもらうとよい。 

・消防の現場で、病院に搬送した後に「あんしんセット」のチラシ配布をできるかと

考えている。一度救急搬送を依頼した方は、２度３度呼ぶ方もいるため、役立てて

いけるのでは。 

・入院に必要なものが、どこにあるか知っておくことが必要。 

・病院やクリニック、薬局などの待ち合いで見てもらえるよう提示するポスターを作

成してはいかがか。 

・「あんしんセット」がどういうものか分かりにくい。見本となる巾着袋をつくって

配り、実際にそれに名前を書いてもらうといったことから発展するのでは。 

・「救急医療情報キット」は、冷蔵庫に入れておき救急車を要請した際に消防隊が見

られるようにしておくもの。「あんしんセット」とひとつにまとめるとよいと思う。 

・「あんしんセット」の準備は、すぐに実践される方もいれば、積極的に取り組めな

い方もいるので、どうやって底上げするか。病院の待合室にポスターなどあれば、

読むのではないかと思う。また、対象者だけでなく親族や家族への周知、意識づく

りが必要。高齢者に視点を当てた取り組みではなく、地域に視点を当てた取り組み

にしてはいかがか。 

・「あんしんセット」チラシの内容で、家族の名前を上の方に持ってきてほしい。ま

た、１人分だけでなく、家族の名前や連絡先を複数件羅列できるとよい。家族の連

絡先と健康保険証、診察券、お薬手帳が一つにまとまっていることが大事だと思う。 

・蓮田市内や近隣の介護・医療サービスを提供する病院や事業所は、大変親身になっ

てくれ、病院連携室の人も配慮し様々なことを教えてくれるので、地域の皆様に入

退院の連携は安心していいのだとお伝えしてもいいのかと思う。 

・周知媒体として、準備したら〇を付けられるチラシもすごくいいと思う。準備した

ら〇を付けるというのは、ポスターではできない。 

・「あんしんセット」チラシにある「医療保険証」は、今後を見据えて「医療保険証

（マイナンバーカード）」がよろしいのではないか。 

 

 



・顧問より助言 

① この地域は連絡が密にできていているから安心して入退院をしていいんだ

よということを、地域で共有していいのではないかというご意見が出て、

この地域はすばらしいなと思いながら聞いていた。 

② ポスターだけでなく手元でチェックできるチラシは、とても重要。元気な

高齢者が集まる会議などで、「あんしんセット」の準備についてご説明し、

可能であれば専門職の方が行って、これがどれだけ大切なものか、いざと

いうときにご家族の１人の連絡先では足りず、２～３人分の連絡先がある

と、救急車での搬送時にスムーズなので大切なのだと、事例を説明いただ

きながら、その場でみんなで書く。雑談も聞きながら展開していく場づく

りをしていただければよいと思う。 

 

４ そ  の  他    深井課長 

            ・会議録及びホームページへの公開について 

            ・令和 5 年度第 2 回会議の開催時期について 

 

５ 閉 会   岩田座長代理 

 

 

 


